



















































高齢ユニット　客員研究員　趙 　 美 貞
社会福祉協議会における支援困難ケースへの対応の記録化・分析方法に関する研究
　－記録と分析による可視化の意義およびツール開発について－
 高齢ユニット　研究協力者　梅 澤 　 稔、研究協力者　藤 田 哲 也
研究協力者　松 本 昌 宏、研究員　加 山 　 弾
知的障がいのある人の意思決定支援におけるｉＰａｄ活用
障害ユニット　研究員　志 村 健 一、客員研究員　望 月 隆 之
研究協力者　荒 木 敬 一
Poverty and Disability as Global Issues for Social Change
　－International Trends and the Actual Situation in Japan－
 障害ユニット　客員研究員　清 野 　 絵
知的障がい者支援の民間ネットワーク研究
　－人々を巻き込むアクティビティ及びプログラムの考察－
 障害ユニット　客員研究員　渡 邊 浩 美
障害者の就労支援ネットワークの構築・維持要件に関する文献的考察
　－発達障害者に焦点を当て－
 障害ユニット　客員研究員　榎 本 容 子、客員研究員　清 野 　 絵
ＩＣＦと農作業の関連について　－個別支援計画作成への導入として－
 障害ユニット　研究協力者　小 泉 隆 文
母子家庭の「声」と生活支援システムの構築にむけて
 子どもユニット　客員研究員　小 林 恵 一
見守りにおけるコレクティブの役割に関する一考察
 理論・歴史グループ　リサーチアシスタント　越 前 聡 美
研究ノート
文献から見る高齢在日外国人等の生活上の課題
 高齢ユニット　研究員　荻 野 剛 史
業務日誌を用いた見守り活動の見える化についての方法論ノート
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センター長 福祉社会デザイン研究科・教授 森 田　 明 美
副センター長 福祉社会デザイン研究科・教授 志 村　 健 一
高齢ユニット
福祉社会デザイン研究科・准教授 加 山　　　 弾 ユニット長
福祉社会デザイン研究科・教授 伊 奈 川　 秀 和
福祉社会デザイン研究科・教授 秋 元　 美 世 理論・歴史グループ兼務
福祉社会デザイン研究科・教授 稲 沢　 公 一 理論・歴史グループ兼務
福祉社会デザイン研究科・准教授 山 本　 美 香
社会学部・准教授 荻 野　 剛 史
社会学部・助教 門　　 美 由 紀 理論・歴史グループ兼務
東京都立大学・名誉教授 小 林　 良 二 客員研究員
武蔵野大学人間科学部社会福祉学科・教授 熊 田　 博 喜 客員研究員
東北文化学園大学保健医療学科・准教授 野 﨑　 瑞 樹 客員研究員
株式会社ウエルビーング21 山 田　 理 恵 子 客員研究員
釜山福祉開発院　研究員 趙 　 　 美 貞 客員研究員
東京学芸大学　非常勤講師 小 椋　 佑 紀 客員研究員
社会福祉法人文京区社会福祉協議会　職員 浦 田 　 　 愛 客員研究員
リサーチアシスタント 尹 　 　 一 喜
リサーチアシスタント 劉 　 　 鵬 瑶
障害ユニット
福祉社会デザイン研究科・教授 志 村　 健 一 ユニット長
福祉社会デザイン研究科・教授 高 山　 直 樹
社会学部・助教 丸 山　　　 晃
筑波大学人間系障害科学域・助教 大 村　 美 保 客員研究員
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構障害者
職業総合センター社会的支援部門・研究員 清 野　　　 絵 客員研究員
田園調布学園大学・助教　 望 月　 隆 之 客員研究員
特定非営利活動スペシャルオリンピックス
日本・福岡　事務局長 渡 邊　 浩 美 客員研究員
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援
機構障害者職業総合センター研究部門・研究員 榎 本　 容 子 客員研究員
研究支援者 木 口　 恵 美 子





福祉社会デザイン研究科・教授 森 田　 明 美 ユニット長
福祉社会デザイン研究科・教授 金 子　 光 一 理論・歴史グループ兼務
社会学部・助教 林　　　 大 介
ライフデザイン学部・准教授 内 田　 塔 子 客員研究員
横浜国立大学大学院国際社会科学研究科・准教授 相 馬　 直 子 客員研究員
植草学園大学発達教育学部発達教育学科・准教授 宮 下　 裕 一 客員研究員
大妻女子大学家政学部児童学科・准教授 加 藤　 悦 雄 客員研究員
旭川大学短期大学部幼児教育学科・准教授 清 水　 冬 樹 客員研究員
日本大学文理学部・准教授 後 藤　 広 史 客員研究員
江戸川大学総合福祉専門学校社会福祉士養成科・主任 小 林　 恵 一 客員研究員
横浜市・職員 久 保 田　　 純 客員研究員
新潟県立大学人間生活学部・准教授 植 木　 信 一 客員研究員
植草学園大学発達教育学部・准教授 小 川　　　 晶 客員研究員
聖徳大学短期大学部保育学科・講師 我 謝　 美 左 子 客員研究員
リサーチアシスタント 麗 　 麗
理論・歴史グループ
福祉社会デザイン研究科　教授 秋 元　 美 世 グループリーダー
福祉社会デザイン研究科　教授 金 子　 光 一
福祉社会デザイン研究科・教授 稲 沢　 公 一
社会学部・助教 門　　 美 由 紀
上智社会福祉専門学校・専任教員 寺 田 　 誠 客員研究員
事務局
福祉社会デザイン研究科　教授 志 村　 健 一 事務局長（副センター長）
















































































































































 2017年3月18日（土）　10:00 ～ 12:00
 （2）運営委員会の開催
 第1回：2016年9月25日（月）16:00 ～ 17:30
 第2回：2017年2月  6日（月）17:00 ～ 19:00
 （3）定例会の開催
 第1回：2016年 5月16日（月）16:00 ～ 18:00
 第2回：2016年 7月11日（月）16:00 ～ 17:30
 第3回：2016年10月24日（月）16:00 ～ 17:30
 第4回：2016年12月12日（月）18:00 ～ 19:45
 （4） 戦略会議の開催
 日　時：2016年12月12日（月）18：00 ～ 19：45
 内　容：出版に関すること、センターの研究継続に関すること等について協議を行う。
 （5）出版プロジェクト会議









 開 催 日：2016年4月13日（水）、6月1日（水）、7月20日（水）、11月10日（木）、2017年2月2日（木）
 場　　所：東洋大学福祉社会開発研究センター









 開 催 日： 2016年5月24日（火）、6月21日（火）、7月7日（火）、8月16日（火）、9月20日（火）、10月21日（火）、11
月15日（火）、12月20日（火）、2017年1月17日（火）、2月21日（火）、3月21日（火）







 開 催 日： 2016年5月21日（土）、6月17日（金）、8月6日（土）、9月28日（水）、10月31日（月）12月19日（月）、
2017年1月30日（日）、2月27日（日）
 場　　所：文京区区民センター







 開 催 日：2016年6月13日（月）、7月12日（火）、8月23日（火）、9月27日（火）
 場　　所：東村山市社会福祉協議会




















 ①論 文 名：民生委員・児童委員の地域福祉活動と地域福祉コーディネーターへの期待
 掲載誌・巻号・掲載日： 日本地域福祉学会『日本の地域福祉』第30巻、2017年3月
 執 筆 者：浦田愛客員研究員




 執 筆 者：加山弾研究員










 ⑤論 文 名：フランスの福祉サービス利用者の権利保障 
 掲載誌・巻号・掲載日：東洋大学福祉社会開発研究センター『福祉社会開発研究』第9号、2017年3月
 執 筆 者：伊奈川秀和研究員 
 ⑥論 文 名：韓国における50プラス世代の支援と課題－釜山広域市の事例を中心にして－ 
 掲載誌・巻号・掲載日：東洋大学福祉社会開発研究センター『福祉社会開発研究』第9号、2017年3月
 執 筆 者：趙美貞客員研究員
 ⑦論 文 名：（研究ノート）文献から見る高齢者在日外国人等の生活上の課題 
 掲載誌・巻号・掲載日：東洋大学福祉社会開発研究センター『福祉社会開発研究』第9号、2017年3月
 執 筆 者：荻野剛史研究員
 ⑧論 文 名：（研究ノート）業務日誌を用いた見守り活動の見える化についての方法論ノート 
 掲載誌・巻号・掲載日：東洋大学福祉社会開発研究センター『福祉社会開発研究』第9号、2017年3月





 参 加 者：加山弾研究員、梅澤稔研究協力者、松本昌宏研究協力者、藤田哲也研究協力者

















 実 施 日：2016年4月26日（火）
 場　　所：東洋大学福祉社会開発研究センター




  実 施 日：2016年6月25日（土）
  場　　所：東洋大学白山キャンパス　第１会議室








 実 施 日：2016年7月16日（土）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　第2会議室
















 実 施 日：2016年9月24（土）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　第１会議室









 実 施 日：2016年1月7（土）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　第１会議室
 参 加 者： 5名
 報告者・テーマ：伊奈川研究員「福祉サービス利用者の権利保障についてーフランスの改革からの示唆－」






 （1）実 施 日：2016年11月15日（火）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　1405教室










 （1）実 施 日：2016年7月26日（火）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　第1会議室
 参 加 者：29名
 報 告 者：山崎史郎（前内閣官房まち・ひと・しごと創生本部地方創生総括官）
 テ ー マ：社会福祉と地方創生
 成　　果： 山崎氏からは、日本の社会保障政策の現状、変化、課題と対応策について、社会福祉と地方創生の
視点から、社会保険の構造、環境の変化、社保と税の一体改革についての報告を行った。
 （2）実 施 日：2016年10月22日（土）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　1302教室
 参 加 者：10名
 報 告 者：福山満子（公益社団法人　横浜市福祉事業経営者会　コーディネーター）
 テ ー マ：外国人高齢者を取り巻く問題－いちょう団地で生活する外国人高齢者の生活－
 成　　果： 福山氏からは、いちょう団地の高齢者の現状と、 日本で介護を担う外国人労働者の状況、 高齢世代
における多文化の共生についての報告を行った。
 （3）実 施 日：2016年12月6日（火）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　1509教室
 参 加 者：10名
 報 告 者：渡辺光亮（特定非営利活動法人　自立支援センターふるさとの会　社会福祉士）




 （4）実 施 日：2017年2月3日（火）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　 
 参 加 者：中井俊文（九州大学　システムLSI研究センター　特任准教授）
 テ ー マ：ICTを用いた見守り実証事業
4）シンポジウム
 実 施 日：2016年12月3日（土）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス1305教室
 参 加 者：50名
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 訪 問 先：①高島市社会福祉協議会、②大津市社会福祉協議会、③滋賀県社会福祉協議会















 訪 問 先：西東京市社会福祉協議会　保谷東分庁地下ボランティア活動室１












 訪 問 先：浦安市　社会福祉法人「夢のみずうみ村」










 訪 問 先：館山市役所会議室・館山市高齢者福祉課
 参 加 者：小林良二客員研究員、浦田愛客員研究員、上村紗月客員研究員
 （5）奈良県「SPS若年認知症サポートセンターきずなや」の視察
 期　　日：2017年2月8日（水）
 訪 問 先：奈良県奈良市　SPS若年認知症サポートセンターきずなや
 参 加 者：加山弾研究員、伊奈川秀和研究員、谷本史於里研究協力者、尹一喜RA、劉鵬瑶RA 
 （6）東松島市社会福祉協議会の視察
 期　　日：2017年2月8日（水）～ 2月9日（木）
 訪 問 先：仙台市東北文化大学、東松島市社会福祉協議会





 訪 問 先：特別養護老人ホーム天寿園、熊本県社会福祉協議会、人吉市社会福祉協議会
 参 加 者：加山弾研究員、伊奈川秀和研究員、尹一喜RA、劉鵬瑶RA
 （8）総社市における認知症予防を含む介護予防対策と高齢者権利擁護事業の展開について
 期　　日：2017年3月29日（水）～ 3月30日（木）
 訪 問 先：総社市役所、総社市社会福祉協議会







 開 催 日：2016年6月16日（木）
 場　　所：オウトピアみどり苑2階










 実 施 日：2016年4月12日（日）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　1312教室







 実 施 日：2016年6月19日（日）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　125記念ホール
 参 加 者：11名
 成　　果：各自の研究進捗状況を報告し、研究計画等を共有した。
 （3）第3回定例研究会
 実 施 日：2016年8月27日（土）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　第一会議室
 参 加 者：5名
 成　　果：滝乃川学園の事例を中心に、当事者による意思決定について議論した。
 （4）第4回定例研究会
 実 施 日：2016年10月16日（日）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　第一会議室
 参 加 者：12名
 成　　果：3月開催予定のシンポジウムの確認と、各自の研究進捗状況の報告を行った。
 （5）第5回定例研究会
 実 施 日：2016年12月11日（日）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　スカイホール




 実 施 日：2017年2月18日（土）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　第四会議室






 実 施 日：2017年3月19日（日）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　125記念ホール




 実 施 日：2016年5月27日（金）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　福祉社会開発研究センター




 実 施 日：2016年6月3日（金）
 場　　所：東洋大学白山キャンパス　福祉社会開発研究センター







 参 加 者：木口恵美子研究支援者
 成　　果：飯村史恵先生（立教大学）主催の「意思決定支援研究会」に参加し、報告と議論を行った。
 （2）知的障がいのある人の個別支援計画の作成におけるiPadの活用に関する視察①
 出 張 日：2016年7月27日（水）
 要 務 先：さいたま市障害者福祉施設春光園けやき







 出 張 日：2016年7月30日（土）
 要 務 先：社会福祉法人　緑葉会　陽光の園







































 参 加 者：木口恵美子研究支援者
 成　　果： 障害者施設や成年後見制度に関する国の動向の他、海外の意思決定支援の取り組みを学ぶことがで
きた。
 （9）第18回全国障害者生活支援研究セミナー「本人中心の支援 と 共生のまちづくり」　　　　
 開催期間：2017年2月11日（土）～ 12日（日）
 会　　場：新宿NSビル　







 要 務 先：さいたま市障害者福祉施設春光園けやき





 要 務 先：社会福祉法人緑葉会　陽光の園
 参 加 者：志村健一研究員・望月隆之客員研究員
 成　　果：熱海市の社会福祉法人緑葉会陽光の園にて、iPadの活用状況についてインタビュー調査を行った。
 【論文等】
 （1）論 文 名：「パーソンセンタードのコミュニティサービスワーク、単元1、演習教材
 ― Community Service Work in Person Centredness、 Module 1、 Assessment Booklet ―」
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【資料】活動報告
 掲 載 誌：『東洋大学社会福祉研究』（9）, 2016年7月.
 執 筆 者：木口恵美子研究支援者
 （2）論 文 名：「海外におけるSupported Decision Making (SDM)の進展と福祉サービス」
 掲 載 誌：『福祉労働』No.152, 2016年9月.
 執 筆 者：木口恵美子研究支援者
 （3）論 文 名：「当事者活動とセルフ・アドボカシー」
 掲 載 誌：『ソーシャルワーク研究』vol42 No.3, 2016年10月.
 執 筆 者：小泉隆文研究協力者・丸山晃研究員・志村健一研究員
 （4）論 文 名：「精神障害者の貧困の実態と効果的支援　―重複・複合化した問題の解決・予防に向けて―」
 掲 載 誌：『地域ケアリング』No.18, 2016年12月.
 執 筆 者：清野絵客員研究員
 （5）論 文 名：「意思決定支援とパーソナルアシスタンス」
 掲 載 誌： 岡部耕典編著『パーソナルアシスタンス　―障害者権利条約時代の新・支援システムへ』生活書院 
2017年2月.
 執 筆 者：木口恵美子研究支援者
 （6）論 文 名：「知的障がいのある人の意思決定支援におけるiPad活用」
 掲 載 誌：『福祉社会開発研究』No.9, 2017年3月.
 執 筆 者：志村健一研究員・望月隆之客員研究員・荒木敬一研究協力者
 （7）論 文 名： 「Poverty and Disability as Global Issues for Social Change ―International Trends and Actual 
Situation in Japan―」
 掲 載 誌：『福祉社会開発研究』No.9, 2017年3月.
 執 筆 者：清野絵客員研究員
　
 （8）論 文 名： 「知的障がい者支援の民間ネットワーク研究　―人々を巻き込むアクティビティ及びプログラムの
考察―」
 掲 載 誌：『福祉社会開発研究』No.9, 2017年3月.
 執 筆 者：渡邊浩美客員研究員




 掲 載 誌：『福祉社会開発研究』No.9, 2017年3月.
 執 筆 者：榎本容子客員研究員・清野絵客員研究員
 （10）論 文 名：「ICFと農作業の関連について　―個別支援計画作成への導入として―」
 掲 載 誌：『福祉社会開発研究』No.9, 2017年3月.
 執 筆 者：小泉隆文研究協力者
 （11）論 文 名：「意思決定支援をめぐる国内の議論の動向」
 掲 載 誌：『福祉社会開発研究』No.9, 2017年3月.
 執 筆 者：木口恵美子研究支援者
 【学会発表】
 （1）学 会 名： International Association for the Scientific Study of Intellectual and　Developmental Disabilities 
World Congress (IASSIDD 世界会議)
 開 催 日：2016年8月15日～ 19日
 場　　所：メルボルンコンベンションセンター
 報　　告：木口恵美子研究支援者 “Discussion of Supported Decision Making in Japan”
 （2）学 会 名：社会福祉学会秋季大会（佛教大学）
 開 催 日：2016年9月10日～ 11日
 場　　所：佛教大学紫野キャンパス
 報　　告：小泉隆文研究協力者「ICFと農作業の関連について　―個別支援計画への導入への検討―」　　
 （3）学 会 名：障害学会第13回大会
 開 催 日：2016年11月5日～ 6日
 場　　所：東京家政大学
 報　　告：木口恵美子研究支援者「意思決定支援をめぐる国内の議論の動向」
 （4）学 会 名：日本LD学会第25会大会

































  開 催 日：2017年3月1日（水）
  場　　所：世田谷区デイ・ホーム世田谷
  参 加 者： 東洋大学、世田谷区（生活支援課生活保護担当および子ども家庭支援センター、健康づくり課、子
ども家庭課）パルメゾン上北沢、ナオミホーム、世田谷区社会福祉協議会、世田谷子育てネット、キッ
ズドア、東洋大学　






 　　①開 催 日：2016年4月12日（火）
  　場 　 所：東洋大学
  　参 加 者：東洋大学　
  　成 　 果：母子家庭支援プログラムについての検討
 　　②開 催 日：2016年4月27日（水）
  　場 　 所：東洋大学
  　参 加 者：世田谷区　東洋大学　
  　成 　 果：母子家庭支援プログラムについての検討
 　　③開 催 日：2016年6月3日（金）
  　場 　 所：世田谷区役所
  　参 加 者：世田谷区　東洋大学　
  　成 　 果：子ども家庭支援センター担当者からのヒアリングおよび意見交換
 　　④開 催 日：2016年6月17日（金）
  　場 　 所：東洋大学
  　参 加 者：世田谷区　東洋大学　
  　成 　 果： 進行状況の共有と、「市民力をつける」をキーワードに世田谷区の支援のあり方の検討。今後の
研究の取り組みとして、母子生活支援施設で対応している問題と支援機関を整理し、地域ではど
のように対応するかを検討することとした。
 　　⑤開 催 日：2016年8月5日（金）
  　場 　 所：東洋大学
  　参 加 者：東洋大学　
  　成 　 果：子ども家庭支援センター係長との意見交換会に向けた提案の検討
 　　⑥開 催 日：2016年8月12日（金）
  　場 　 所：世田谷区役所
  　参 加 者：世田谷区　東洋大学　
  　成 　 果：子ども家庭支援センター係長・東洋大学との意見交換
 　　⑦開 催 日：2016年8月12日（金）
  　場 　 所：ナオミホーム
  　参 加 者：ナオミホーム職員　東洋大学　
  　成 　 果：母子自立支援シート試行のヒアリングおよび施設長・職員との意見交換
 　　⑧開 催 日：2017年3月1日（水）
  　場 　 所：世田谷区デイ・ホーム世田谷
  　参 加 者：生活支援課　東洋大学
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【資料】活動報告
  　成 　 果：生活支援課との今年度の協働研究に関する振り返り
 （3）実践検討会
  ①生活保護担当者会議             
  　開 催 日：2016年11月10日（木）
  　場 　 所：世田谷区役所烏山支所
  　参 加 者：生活支援課　東洋大学






  　開 催 日：2016年7月12日（火）
  　場 　 所：パルメゾン上北沢　集会室
  　参 加 者：世田谷区（事務局）　東洋大学
  　内 　 容：パルメゾン支援記録の確認
  　開 催 日：2017年1月～ 2月
  　成　　果： 承諾を得たパルメゾン入居児童14名（小学生および中学生）に対して、職員が子ども面談を行う
際に、子ども調査を実施した（現在：分析中）。
  ④母子生活支援施設（パルメゾン上北沢およびナオミホーム）における実践検討
  　開 催 日：2016年12月～ 3月






 　　①開 催 日：2016年7月12日（火）
  　場 　 所：パルメゾン上北沢　　　
  　参 加 者： 世田谷区（子ども家庭支援センター等）　母子生活支援施設（パルメゾン上北沢・ナオミホーム・
かわだ）東洋大学
  　テ ー マ：母子生活支援施設の事例から学ぶアセスメント－生じている問題やその人について理解する－




 　　②開 催 日：2016年9月28日（水）
  　場 　 所：パルメゾン上北沢　　　　
  　参 加 者： 世田谷区職員（子ども家庭支援センター等）　母子生活支援施設職員（パルメゾン上北沢・ナオ
ミホーム・かわだ）　東洋大学
  　テ ー マ：母子生活支援施設の事例から学ぶ－自己決定の尊重と支援関係－
  　成 　 果： 講師として講義とグループワークによる参加型の研修を行った結果、支援者が、実践のふり返り
を通して利用者主体の支援について、考える機会となった。
 　　③開 催 日：2016年12月21日（水）　　　
  　場 　 所：パルメゾン上北沢
  　参 加 者： 世田谷区（子ども家庭支援センター等）　母子生活支援施設（パルメゾン上北沢・ナオミホーム・
かわだ）　東洋大学
  　テ ー マ：母子生活支援施設の事例から学ぶ－直面化によるニーズ把握と目標設定－
  　成 　 果： 講師として講義とグループワークによる参加型の研修を行った結果、支援者が、実践のふり返り
を通して利用者主体の支援について、考える機会となった。
  （4）－2　ひとり親支援者研修会
  　開 催 日：2017年2月13日（月）
  　参 加 者： 世田谷区職員（子ども家庭支援センター等）　母子生活支援施設職員（パルメゾン上北沢・ナオ
ミホーム・かわだ）　東洋大学
  　テ ー マ：児童福祉法の改正から見るひとり親家庭への支援 
  　成 　 果： 講師として講義とグループワークによる参加型の研修を行った結果、支援者が、実践のふり返り
を通して利用者主体の支援について、考える機会となった。
  （4）－3　ナオミホーム施設内研修会
 　　①開 催 日：2016年6月7日（火）
  　場 　 所：ナオミホーム　　　　　　
  　参 加 者：ナオミホーム職員　東洋大学
  　テ ー マ：将来の見通しが立てづらい母子
  　成 　 果： 講師としてスーパービジョンによる事例検討を行った結果、支援者が、実践のふり返りを通して
利用者主体のアセスメントとプランニングについて考察した。
 　　②開 催 日：2016年11月16日（水）　
  　場 　 所：ナオミホーム
  　参 加 者：ナオミホーム職員　東洋大学
  　テ ー マ：母子の成長に伴う支援の方向性の確認と共有－プランニングに向けて－
  　成 　 果： 講師としてスーパービジョンによる事例検討を行った結果、支援者が、実践のふり返りを通して
利用者主体のアセスメントとプランニングの実際について考える機会となった。 
  （4）－４　かわだ施設内研修会
 　　①開 催 日：2016年11月30日（水）
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【資料】活動報告
  　場 　 所：かわだ
  　参 加 者：かわだ職員　東洋大学
  　テ ー マ：施設が母子にできること
  　成 　 果： 講師としてスーパービジョンによる事例検討を行った結果、支援者が、実践のふり返りを通して
利用者主体のアセスメントとプランニングについて、考える機会となった。
 　　②開 催 日：2017年2月１日（水）
  　場 　 所：かわだ
  　参 加 者：かわだ職員　東洋大学
  　テ ー マ：施設が母子にできること
  　成 　 果： 講師としてスーパービジョンによる事例検討の結果、支援者が、実践のふり返りを通して利用者
主体のアセスメントとプランニングについて、考える機会となった。 
 　　③開 催 日：2017年2月8日（水）
  　場 　 所：かわだ
  　参 加 者：かわだ職員　東洋大学
  　テ ー マ：施設が母子にできること
  　成 　 果： 講師としてスーパービジョンによる事例検討を行った結果、支援者が、実践のふり返りを通して
利用者主体のアセスメントとプランニングについて、考える機会となった。
 　　④開 催 日：2017年2月22日（水）
  　場 　 所：かわだ
  　参 加 者：かわだ職員　東洋大学
  　テ ー マ：施設が母子にできること
  　成 　 果： 講師としてスーパービジョンによる事例検討を行った結果、支援者が、実践のふり返りを通して
利用者主体のアセスメントとプランニングについて、考える機会となった。
（4）－5　生活支援課職員向け生活支援課内研修　
 　　①開 催 日：2017年2月6日（月）
  　場 　 所：世田谷区烏山総合支所
  　参 加 者：生活支援課職員18名　健康づくり課職員　5名
  　テ ー マ：基本的面接技術・アセスメント
  　成 　 果： 面接技術の基本の確認しつつ、利用者理解について講義した。続いてアセスメントの方法につい
て講義を行ない、グループワークを通じて利用者の「強み」を意識してアセスメントすること行っ
た。 
 　　②開 催 日：2017年2月20日（月）
  　場 　 所：世田谷区烏山総合支所
  　参 加 者：生活支援課職員18名　他所職員　4名　健康づくり課職員　2名
  　テ ー マ：基本的面接技術・アセスメント


































































  　開 催 日：2016年12月25日（日）
  　場 　 所：仙台レインボーハウス
  　参 加 者：東洋大学　4名　宮城県議会議員8人、県関連職員数名、市民ＮＰＯ30人





  　開 催 日：2017年3月9日（木）13時～ 17時　※受付12：30 ～
  　場 　 所：東洋大学 白山校舎 1号館1601教室
  　参 加 者：東被災地からの高校生5人、若者6人、東洋大学生30人、一般20人
    　全体進行： 森田、ファシリテート役として清水、林大介が参加




  　開 催 日：2017年3月10日（金）11時～ 13時　
  　場 　 所：衆議院第2議員会館１Ｆ-多目的会議室
  　参 加 者： 被災地からの高校生5人、若者6人、東洋大学生20人、一般20人、国会議員10人、厚労省、文科省、
内閣府、復興庁15人





  開 催 日：2016年6月25日（土）
  場 　 所：郡山市労働福祉会館　3階大ホール
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東洋大学／福祉社会開発研究　9号（2017年3月）
  参 加 者：東洋大学3名、全国関係者100人




 開 催 日：2016年10月8日（土）～ 9日（日）
 場 　 所：宝塚市ソリオホール
 参 加 者：東洋大学　20名　全体750人
 成 　 果： 自治体での子ども施策の取り組みについて全体会での基調講演、子ども計画、子どもの居場所、子ども
参加、子どもの貧困等の部会での報告や運営への協力、情報収集と意見交換をした。
5．公開シンポジウム
 日 　 時：2017年2月25日（土）
 場 　 所：東洋大学8号館7階125ホール
 テ ー マ：児童福祉法改正の意義を踏まえ、その改正理念を活かす
  シンポジウム：基調講演：松原康雄・明治学院大学学長（社会保障審議会児童部会専門委員会座長）
  コーディネ－ター：森田明美（東洋大学社会学部教授）、荒牧重人（山梨学院大学法科大学院長）




  放 送 日：2016年4月3日（日）8時から放送
  参 加 者：森田明美子どもユニットリーダー





  放 送 日： 5月11日（水）は熊本地域のニュース23時からはNHK全国ニュース、5月12日（木）18時10分からは
NHK総合首都圏ニュースで放送
 （3）新聞報道
 　　①開 催 日：2016年7月22日（金）
  　成 　 果： 日本経済新聞「女子高生、カフェで恩返し「被災地の地元盛り上げたい」」という記事で山田町
ゾンタハウスの高校生の活動の重要性が広報された。
 　　②掲 載 日：2016年8月18日（木）
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  　成 　 果： 日本経済新聞「経済教室」に少子化対策に何が必要か（下）の森田ユニット長署名記事保育枠拡
大と質確保重要という視点で論じたものが掲載された。
  ③掲 載 日：2016年11月30日（水）
  　成 　 果： 読売新聞での保育士が足りない読者の声にコメントをする
  ④掲 載 日：2016年12月26日（月）
  　成 　 果： 朝日新聞宮城版において、12/25のシンポジウムの成果が記事となり、若者参加の重要性が広報
された。
  ⑤掲 載 日：2017年1月13日（金）
  　成 　 果： 読売新聞「児童館地域で新たな役割」で、児童館の役割として、地域で暮らす子どもと子育て家
庭への支援の可能性の拡大について森田がコメントをした。
  ⑥掲 載 日：22017年2月16日（木）










 参 加 者：理論・歴史グループ関係者
 開催内容：寺田誠理論・歴史グループ客員研究員、越前聡美理論・歴史グループRA










 参 加 者：約10名
















 学 会 名：日本社会福祉学会　第64回秋季大会
 開催期間：2016年9月10日（土）～ 11日（日）
 報 告 者：金子光一理論・歴史グループ研究員
 参 加 者：秋元美世理論・歴史グループ長、越前聡美理論・歴史グループRA




 論 文 名：見守りにおけるコレクティブの役割に関する一考察
 掲載誌・巻号・掲載日：福祉社会開発研究、Vol.9、2017年3月
 執 筆 者：越前　聡美　理論・歴史グループＲＡ
 【その他】東洋大学福祉社会開発研究センターシンポジウム
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